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第 2 回  
臨 時 会  

5月 25日 

　
平
成
十
九
年
第
二
回
区
議
会
臨
時
会
が
、
改
選
後
初
の
議
会

と
し
て
、
五
月
二
十
五
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会

は
、
正
・
副
議
長
、
各
委
員
会
委
員
及
び
特
別
委
員
会
の
設
置

な
ど
、
議
会
構
成
を
決
め
る
た
め
議
員
請
求
に
よ
り
招
集
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
結
果
、議
長
に
佐
藤
信
夫（
自
民
ク
）、副
議
長
に
秋
田
茂
夫

（
公
明
）
が
選
出
さ
れ
、
ま
た
、
別
表
（
二
・
三
面
に
掲
載
）
の

と
お
り
各
委
員
会
委
員
等
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
五
月
二
十
五
日
の
本
会
議
で
は
、

川
名
省
三
臨
時
議
長
の
も
と
で
、

諸
般
報
告
の
後
に
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
佐
藤
信
夫

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
新

議
長
の
も
と
で
議
席
の
指
定
、
監

査
結
果
報
告
な
ど
を
行
っ
た
後
、

副
議
長
選
挙
に
入
り
、
投
票
の
結

果
、
秋
田
茂
夫
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
議
長
指
名
に
よ

り
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
四
つ
の
特
別
委
員
会
の

設
置
を
可
決
し
、
こ
れ
に
伴
う
委

員
の
選
任
を
議
長
指
名
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
区
長
提
案
に

よ
る
副
区
長
、
議
員
選
出
監
査
委

員
の
選
任
同
意
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
（
反
対:

共
産
）
に
よ

り
佐
藤
哲
章
氏
の
副
区
長
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。
議
員
選
出
監
査

委
員
は
、賛
成
多
数（
反
対:

共
産
、

市
民
）
に
よ
り
、
吉
田
義
康
（
自

民
ク
）、
柴
田
幸
雄
（
公
明
）
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、

休
憩
中
に
、
各
委
員
会
を
開
催
し
、

正
・
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。 

　
次
に
、
区
長
専
決
処
分
に
か
か

る
「
特
別
区
税
条
例
の
一
部
改
正
」

の
報
告
及
び
承
認
案
件
を
、
賛
成

多
数（
反
対:

市
民
）に
よ
り
承
認

し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る「
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可

決
し
て
区
長
の
閉
会
挨
拶
後
、
閉

会
し
ま
し
た
。 

議
長
略
歴
　

自
民
ク
　
47
歳 

　
平
成
七
年
か
ら
、
区
議
当
選

四
回
。
文
教
委
員
長
、
議
会

運
営
委
員
長
、
議
員
選
出
監

査
委
員
等
を
歴
任
。 

副
議
長
略
歴
　
公
明
党
　
56
歳 

　
平
成
七
年
か
ら
、
区
議
当
選

四
回
。
文
教
委
員
長
、
防
災
・

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
長
、

議
員
選
出
監
査
委
員
等
を
歴
任
。 

正
・
副
議
長
の
紹
介 

佐藤 信夫議長 

秋田 茂夫副議長 
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所

属

会

派

等

一

覧

 

（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
現
在
） 

議
　
　
長
　
　
　
佐
　
藤
　
信
　
夫 

副

議

長
　
　
　
秋
　
田
　
茂
　
夫 

江
東
区
議
会
自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
（
十
三
名
） 

幹
事
長 

副
幹
事
長
　 

幹
　
　
事 

幹
　
　
事 

榎
　
本
　
雄
　
一
　
　
高
　
橋
　
め
ぐ
み 

山
　
本
　
香
代
子
　
　
竹
　
田
　
将
　
英 

堀
　
川
　
幸
　
志
　
　
中
　
沢
　
正
　
夫 

米
　
沢
　
和
　
裕
　
　
星
　
野
　
　
　
博 

板
　
津
　
道
　
也
　
　
吉
　
田
　
義
　
康 

川
　
名
　
省
　
三
　
　
若
　
林
　
し
げ
る 

佐
　
藤
　
信
　
夫 

江
東
区
議
会
公
明
党
（
十
一
名
） 

幹
事
長 

副
幹
事
長
　 

副
幹
事
長 

松
　
江
　
恒
　
治
　
　
小
　
嶋
　
和
　
芳 

佐
　
竹
　
と
し
こ
　
　
小
　
菅
　
富
貴
子 

小
　
森
　
弘
　
雅
　
　
柴
　
田
　
幸
　
雄 

秋
　
田
　
茂
　
夫
　
　
高
　
村
　
直
　
樹 

石
　
川
　
邦
　
夫
　
　
細
　
田
　
　
　
勇 

磯
　
野
　
繁
　
夫 

江
東
区
議
会
民
主
ク
ラ
ブ
（
九
名
） 

幹
事
長 

副
幹
事
長
　 

幹
　
　
事 

福
　
馬
　
恵
美
子
　
　
薗
　
部
　
典
　
子 

徳
　
永
　
雅
　
博
　
　
新
　
島
　
恒
　
雄 

大
　
家
　
弘
　
道
　
　
山
　
口
　
正
　
弘 

甚
　
野
　
ゆ
ず
る
　
　
吉
　
田
　
　
　
明 

砂
　
川
　
定
　
史 

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
（
八
名
） 

幹
事
長 

副
幹
事
長 

斉
　
藤
　
信
　
行
　
　
大
嵩
崎
　
か
お
り 

菅
　
谷
　
俊
　
一
　
　
菊
　
池
　
幸
　
江 

赤
羽
目
　
民
　
雄
　
　
正
　
保
　
幹
　
雄 

畔
　
上
　
三
和
子
　
　
添
　
谷
　
良
　
夫 

江
東
区
議
会
市
民
の
声
・
江
東
（
二
名
） 

幹
事
長 

副
幹
事
長 

中
　
村
　
ま
さ
子
　
　
　 

前
　
田
　
か
お
る 

無
所
属 

白
　
岩
　
忠
　
夫 

新
し
い
区
議
会
構
成
決
ま
る 

さ 

と
う 

の
ぶ 

お 

あ
き 

た 

し
げ 

お 

本会議場で 
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会
派
の
抱
負 

　
先
般
の
区
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
わ
が
会
派
は
区
議
会
第
一
党
と
し

て
、
山
積
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
向

け
て
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
開

か
れ
た
区
議
会
を
目
指
し
、
皆
様
の

負
託
に
応
え
て
参
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

引
続
き
次
の
政
策
に
取
り
組
み
ま
す
。 

○
民
間
委
託
を
中
心
に
さ
ら
に
行
財

政
改
革
を
進
め
、
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
に
区
職
員
二
百
四
十
名
の

削
減
を
め
ざ
し
ま
す
。 

○
豊
洲
と
住
吉
を
結
ぶ
地
下
鉄
八
号

線
の
推
進
、
二
〇
一
六
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。 

○
子
ど
も
関
連
施
設
へ
の
更
な
る
安

全
対
策
強
化
や
学
力
向
上
施
策
の

充
実
、
校
庭
の
芝
生
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
が
の
び
の
び

育
つ
た
め
の
環
境
を
整
え
ま
す
。 

○
保
育
園
の
待
機
児
解
消
や
多
様
化

す
る
保
育
需
要
に
対
応
す
る
た
め

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。 

○
高
齢
者
施
設
の
拡
充
、
介
護
予
防

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
地
域
で
支
え

る
介
護
体
制
を
確
立
し
ま
す
。 

○
不
燃
化
・
耐
震
化
の
促
進
、
道
路

や
防
災
拠
点
の
整
備
等
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

○
商
店
街
の
活
性
化
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
策
に
取
り
組
み
ま
す
。 

○
資
源
ゴ
ミ
分
別
の
促
進
、
ゴ
ミ
減

量
へ
と
、
さ
ら
に
「
資
源
循
環
型

社
会
」
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。 

江
東
区
議
会
公
明
党 

江
東
区
議
会
自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ 

　
こ
の
度
の
区
議
会
議
員
選
挙
で
は
、 

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き

大
変
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
私
ど
も
区
議
会
公
明
党
十
一
名
は

常
に
生
活
者
の
視
点
で
、
ま
た
未
来

に
責
任
を
持
つ
政
党
と
し
て
、
時
代

の
変
化
と
と
も
に
起
き
る
諸
課
題
の

解
決
に
、
ま
た
皆
様
と
の
お
約
束
実

現
に
向
け
て
、
次
の
諸
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

○
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
と
妊
婦

健
診
の
無
料
化 

○
保
育
所
待
機
児
の
解
決
と
、
多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充 

○
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
子
育

て
ひ
ろ
ば
の
整
備
充
実 

○
豊
か
な
人
間
教
育
推
進
の
た
め
の

教
育
環
境
の
整
備
充
実 

○
高
齢
者
・
障
害
者
に
や
さ
し
い
福

祉
施
策
の
充
実 

○
高
齢
社
会
を
支
え
る
介
護
保
険
制

度
の
充
実 

○
介
護
予
防
と
生
活
支
援
の
た
め
、

施
設
の
充
実
と
地
域
に
共
助
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化 

○
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
、
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進 

○
区
内
水
辺
の
散
歩
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
推
進 

○
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
商

店
街
と
中
小
企
業
へ
の
支
援 

○
環
境
配
慮
の
循
環
型
社
会
の
推
進 

○
南
北
交
通
網
の
整
備
促
進 

江
東
区
議
会
民
主
ク
ラ
ブ 

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団 

　
区
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
日
本
共
産
党
区
議
団
が
こ
の
間
、

議
会
で
も
実
施
を
求
め
、
公
約
に
も

掲
げ
た
「
子
ど
も
の
医
療
費
を
通
院

も
中
学
３
年
ま
で
無
料
に
す
る
こ
と
」

が
早
速
実
現
の
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。
ひ
き
つ
づ
き
高
齢
者
の
医
療
・

介
護
の
負
担
軽
減
、
認
可
保
育
園
の

緊
急
増
設
と
学
校
施
設
の
整
備
、
墨

東
病
院
の
都
立
・
直
営
の
ま
ま
で
の

存
続
、
中
小
企
業
振
興
な
ど
公
約
実

現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

　
今
、
国
が
進
め
る
定
率
減
税
廃
止

な
ど
庶
民
大
増
税
と
負
担
増
、
労
働

ル
ー
ル
の
改
悪
な
ど
が
格
差
と
貧
困

を
一
層
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国

民
投
票
法
が
強
行
さ
れ
、
憲
法
改
悪

の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
共
産
党
は
「
海
外
で
戦
争
す

る
」
た
め
の
憲
法
九
条
改
悪
を
く
い

止
め
る
と
と
も
に
、
憲
法
を
く
ら
し

に
生
か
し
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
政

治
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

江
東
区
議
会
市
民
の
声
・
江
東 

　
区
議
選
で
は
多
く
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
育
児
・
介
護
・
ま
ち
づ
く
り
・
福

祉
な
ど
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
納
税
者
・
有
権
者

の
視
点
で
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
・
政
策

立
案
・
提
言
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

　
四
月
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
区
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
度
私
た
ち
九
名
（
民
主
党
七

名
、
無
所
属
一
名
、
江
東
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
名
）
は
、
区
民
が

主
役
の
区
政
を
実
現
す
る
た
め
、「
江

東
区
議
会
民
主
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し

議
会
活
動
を
開
始
し
ま
す
。 

　
競
争
原
理
の
も
と
に
生
き
に
く
い

格
差
社
会
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
影

を
落
と
す
な
ど
、江
東
区
は
、福
祉
・

教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
と
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。 

　
地
方
分
権
の
時
代
、
自
治
体
の
行

政
責
任
が
増
す
と
同
時
に
、
区
政
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
提
案

す
る
議
会
の
役
割
・
責
任
は
ま
す
ま

す
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
民
主
ク
ラ
ブ
は
慣
例
・
慣
習
に
と

ら
わ
れ
な
い
区
民
目
線
に
た
っ
た
議

会
活
動
を
行
い
、
議
会
改
革
と
と
も

に
情
報
公
開
・
説
明
責
任
・
住
民
参

画
の
区
政
を
根
付
か
せ
、
人
権
を
尊

重
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
江
東
区
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

常
任
委
員
会 

　
条
例
に
よ
っ
て
、
本
区
は
次
の
五
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
委
員
会
は
、
そ
の
所
管
に
属
す
る
事
務
に
関
し
調
査

を
行
い
、
議
案
や
陳
情
を
審
査
し
ま
す
。 

委
員
会
名 

企
画
総
務 

区
民
環
境 

厚
　
　
生 

建
　
　
設 

文
　
　
教 

定
数 

委
員
名
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
） 

◎
中
　
沢
　
正
　
夫
　
　
菊
　
池
　
幸
　
江 

○
高
　
村
　
直
　
樹
　
　
堀
　
川
　
幸
　
志 

　
甚
　
野
　
ゆ
ず
る
　
　
松
　
江
　
恒
　
治 

　
板
　
津
　
道
　
也
　
　
新
　
島
　
恒
　
雄 

　
佐
　
竹
　
と
し
こ 

◎
川
　
名
　
省
　
三
　
　
前
　
田
　
か
お
る 

○
大
　
家
　
弘
　
道
　
　
榎
　
本
　
雄
　
一 

　
高
　
橋
　
め
ぐ
み
　
　
小
　
森
　
弘
　
雅 

　
石
　
川
　
邦
　
夫
　
　
大
嵩
崎
　
か
お
り 

　
砂
　
川
　
定
　
史 

◎
吉
　
田
　
　
　
明
　
　
磯
　
野
　
繁
　
夫 

○
菅
　
谷
　
俊
　
一
　
　
薗
　
部
　
典
　
子 

　
米
　
沢
　
和
　
裕
　
　
中
　
村
　
ま
さ
子 

　
赤
羽
目
　
民
　
雄
　
　
柴
　
田
　
幸
　
雄 

　
佐
　
藤
　
信
　
夫 

◎
斉
　
藤
　
信
　
行
　
　
添
　
谷
　
良
　
夫 

○
徳
　
永
　
雅
　
博
　
　
吉
　
田
　
義
　
康 

　
竹
　
田
　
将
　
英
　
　
秋
　
田
　
茂
　
夫 

　
小
　
嶋
　
和
　
芳
　
　
白
　
岩
　
忠
　
夫 

◎
小
　
菅
　
富
貴
子
　
　
正
　
保
　
幹
　
雄 

○
山
　
本
　
香
代
子
　
　
星
　
野
　
　
　
博 

　
若
　
林
　
し
げ
る
　
　
福
　
馬
　
恵
美
子 

　
細
　
田
　
　
　
勇
　
　
畔
　
上
　
三
和
子 

　
山
　
口
　
正
　
弘 

９ ９ ９ ８ ９ 

企
画
総
務 

　
政
策
経
営
部
、
総
務
部
、
会
計
管

理
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委

員
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
、
委
員

は
九
人
で
す
。 

　
本
区
が
取
り
組
む
行
財
政
改
革
や

平
成
十
三
年
に
策
定
さ
れ
た
長
期
基

本
計
画
の
実
行
な
ど
、
区
政
全
般
の

基
本
問
題
に
関
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
ほ
か
、
区
の
組
織
、
人
事
、
広
報

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。 

　
な
お
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
委
員
会
が

所
管
し
ま
す
。 

区
民
環
境 

　
区
民
部
、
環
境
清
掃
部
に
関
す
る

事
項
を
所
管
し
、
委
員
は
九
人
で
す
。 

　
商
店
街
の
活
性
化
、
中
小
企
業
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
支
援
を
含
む

振
興
事
業
、
産
業
会
館
及
び
商
工
情

報
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
や
、
清

掃
事
業
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
に
密
着
し
た
出
張
所
業
務
や
住
民

基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
・
証
明
、
国

民
年
金
、
住
民
税
な
ど
に
つ
い
て
も

所
管
し
ま
す
。 

厚

生

 

　
保
健
福
祉
部
、
子
ど
も
生
活
部
に

関
す
る
事
項
を
所
管
し
、
委
員
は
九

人
で
す
。 

　
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
の
福
祉
基

盤
の
整
備
や
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、

さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
人
も
共
に
生

活
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、
審
議
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
の

体
制
づ
く
り
や
児
童
福
祉
の
推
進
、

生
活
保
護
や
保
健
所
で
実
施
す
る
健

康
診
査
等
に
つ
い
て
も
所
管
し
ま
す
。 

建

設

 

　
都
市
整
備
部
、
土
木
部
に
関
す
る

事
項
を
所
管
し
、
委
員
は
八
人
で
す
。 

　
道
路
の
整
備
、
橋
梁
の
改
修
、
街

路
樹
の
維
持
管
理
、
河
川
や
公
園
の

環
境
整
備
、
緑
化
事
業
の
推
進
等
、

緑
の
多
い
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
と
と
も
に
、
良
好
な
都
市

景
観
の
形
成
や
、
区
営
住
宅
、
高
齢

者
住
宅
等
に
つ
い
て
の
対
策
を
審
議

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
違
反
建
築
物
の
指
導
や
建

築
紛
争
の
調
整
等
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
も
所
管
し
ま
す
。 

文

教

 

　
教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
項
を
所

管
し
、
委
員
は
九
人
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
が
人
間
性
豊
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
、
学
校
教
育
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特

に
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
や
通
学

区
域
の
弾
力
的
運
用
、
二
学
期
制
の

導
入
な
ど
、
教
育
改
革
の
推
進
に
取

り
組
む
ほ
か
、
不
登
校
対
策
に
つ
い

て
も
審
議
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
区
民
の
生
涯
学
習
活
動
の

推
進
、
文
化
財
の
保
護
な
ど
に
つ
い

て
も
所
管
し
ま
す
。 

　
本
区
議
会
は
、
環
境
負
荷
低

減
の
取
組
み
の
一
環
と
い
た
し

ま
し
て
、
夏
期
の
期
間
、
軽
装

運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

室
温
管
理
を
徹
底
し
て
冷
房
の

使
用
抑
制
に
努
め
ま
す
。 

　
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
○
実
施
期
間 

　
　
六
月
一
日
〜
九
月
末
ま
で 

第
二
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ 

　
平
成
十
九
年
第
二
回
区
議

会
定
例
会
が
、六
月
十
三
日（
水
）

か
ら
開
会
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
定
例
会
は
、会
期
十

七
日
間
で
六
月
二
十
九
日（
金
）

ま
で
の
予
定
で
す
。 

ク
ー
ル
ビ
ズ
を 

　
実
施
し
て
お
り
ま
す 

防災センター 

保育園の子どもたち 

学校の授業風景 

発泡トレイの回収ボックス 
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発展する臨海部 

コミュニティバス「しおかぜ」 

マンション建設が進む東雲地区 

東陽在宅介護支援センター 

　
事
件
の
重
要
性
・
特
殊
性
・
複
雑
性
な
ど
か
ら
特
に
委
員
会

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
設
置

す
る
機
関
で
す
。 

　
こ
の
た
び
の
新
し
い
議
会
で
は
、
次
の
四
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
区
の
予
算
や
決
算
を
審
査

す
る
場
合
に
も
特
別
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

委
員
会
名 

清
掃
港
湾
・ 

臨
海
部
対
策 

防
災
・
ま
ち 

づ
く
り
対
策 

南
北
交
通
・
放
置 

自
転
車
対
策 

医
療
・
介
護 

保

険

制

度

 

定
数 

委
員
名
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
） 

◎
堀
　
川
　
幸
　
志
　
　
薗
　
部
　
典
　
子 

○
小
　
森
　
弘
　
雅
　
　
福
　
馬
　
恵
美
子 

　
米
　
沢
　
和
　
裕
　
　
大
嵩
崎
　
か
お
り 

　
小
　
嶋
　
和
　
芳
　
　
川
　
名
　
省
　
三 

　
大
　
家
　
弘
　
道
　
　
松
　
江
　
恒
　
治
　 

　
榎
　
本
　
雄
　
一
　
　
斉
　
藤
　
信
　
行 

◎
佐
　
竹
　
と
し
こ
　
　
砂
　
川
　
定
　
史 

○
添
　
谷
　
良
　
夫
　
　
正
　
保
　
幹
　
雄 

　
高
　
橋
　
め
ぐ
み
　
　
前
　
田
　
か
お
る 

　
竹
　
田
　
将
　
英
　
　
吉
　
田
　
義
　
康 

　
石
　
川
　
邦
　
夫
　
　
吉
　
田
　
　
　
明 

◎
新
　
島
　
恒
　
雄
　
　
菅
　
谷
　
俊
　
一 

○
板
　
津
　
道
　
也
　
　
星
　
野
　
　
　
博 

　
甚
　
野
　
ゆ
ず
る
　
　
中
　
沢
　
正
　
夫 

　
赤
羽
目
　
民
　
雄
　
　
柴
　
田
　
幸
　
雄 

　
高
　
村
　
直
　
樹
　
　
白
　
岩
　
忠
　
夫 

◎
畔
　
上
　
三
和
子
　
　
山
　
本
　
香
代
子 

○
磯
　
野
　
繁
　
夫
　
　
徳
　
永
　
雅
　
博 

　
若
　
林
　
し
げ
る
　
　
小
　
菅
　
富
貴
子 

　
細
　
田
　
　
　
勇
　
　
中
　
村
　
ま
さ
子 

　
山
　
口
　
正
　
弘
　
　
菊
　
池
　
幸
　
江 

１２
 

１０
 

１０
 

１０
 

清
掃
港
湾
・ 

　
　
　
臨
海
部
対
策 

防
災
・ 

　
ま
ち
づ
く
り
対
策 

南
北
交
通
・ 

　
放
置
自
転
車
対
策 

医
療
・ 

　
　
介
護
保
険
制
度 

　
現
在
、
本
区
で
は
臨
海
部
に
お
け

る
あ
ら
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、
臨
海
部

副
都
心
計
画
地
域
等
の
南
部
港
湾
地

域
の
開
発
及
び
促
進
に
関
し
て
、
東

京
都
と
協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
清
掃
問
題
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
自
区
内
処
理
の
原
則
・
迷
惑

負
担
公
平
の
原
則
を
基
本
と
し
て
、

江
東
区
の
立
場
で
東
京
都
等
と
協
議

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
れ

ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。 

　
本
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
基
本

的
、
体
系
的
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン

等
集
合
住
宅
の
建
設
計
画
の
急
増
に

よ
り
、
学
校
や
保
育
園
等
の
受
け
入

れ
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
そ
の
対
応
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
建
築
物
の
耐
震
化
及
び

不
燃
化
の
推
進
に
つ
い
て
も
総
合
的

に
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
本
区
の
地
下
鉄
等
大
量
輸
送
機
関

は
、
東
西
方
向
に
は
整
備
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
南
北
方
向
の
交
通
網

の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
バ
ス
路
線
の
拡
充
や
Ｌ

Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
）
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ

す
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
、
自
転
車

駐
車
場
の
整
備
や
撤
去
、
保
管
等
の

問
題
を
総
合
的
に
調
査
研
究
を
し
て

い
き
ま
す
。 

◎
榎
　
本
　
雄
　
一 

佐
　
竹
　
と
し
こ 

○
松
　
江
　
恒
　
治 

福
　
馬
　
恵
美
子 

　
山
　
本
　
香
代
子 

中
　
村
　
ま
さ
子 

　
徳
　
永
　
雅
　
博 

堀
　
川
　
幸
　
志 

　
菅
　
谷
　
俊
　
一 

斉
　
藤
　
信
　
行 

　
小
　
森
　
弘
　
雅 

吉
　
田
　
義
　
康
（
自
民
ク
） 

柴
　
田
　
幸
　
雄
（
公
　
明
） 

議
　
長
　  

佐
　
藤
　
信
　
夫 

副
議
長
　  

秋
　
田
　
茂
　
夫 

委
　
員
　  

山
　
本
　
香
代
子 

委
　
員
　  

佐
　
竹
　
と
し
こ 

委
　
員
　  

薗
　
部
　
典
　
子 

委
　
員
　  

添
　
谷
　
良
　
夫 

　
医
療
制
度
改
革
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
創
設
や
医
療
保
険
者
に

よ
る
保
健
事
業
の
本
格
実
施
な
ど
本

区
の
運
営
す
る
医
療
保
険
事
業
を
見

直
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
改
革
に
的

確
に
対
処
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
平
成
十
八
年
に
改
正
さ
れ

た
介
護
保
険
制
度
は
、
な
お
被
保
険

者
・
受
給
者
の
範
囲
の
見
直
し
な
ど

制
度
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
・
都
の
動
き
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
公
職
選
挙
法
で
は
、
お
金
の
か
か

ら
な
い
政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
平

を
図
る
た
め
、
政
治
家
（
候
補
者
、

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
お
よ
び

現
に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区
内

の
住
民
や
団
体
等
に
対
し
て
寄
附 

（
お
祭
り
等
へ
の
寄
附
や
差
入
等
） 

を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、違
反
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者

が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職

選
挙
法
上
違
反
と
な
り
ま
す
。 

　
議
員
、
地
域
、
区
民
と
の
良
好
な

関
わ
り
を
目
指
す
た
め
、
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
寄
附
禁
止
事
項
】 

▽
中
元
・
歳
暮
・
病
気
見
舞
い 

▽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
運
動
会
、
盆
踊

り
な
ど
地
域
の
行
事
へ
の
差
し
入
れ
・

寸
志 

▽
町
会
・
自
治
会
主
催
行
事
へ
の
差

し
入
れ
・
寸
志 

▽
各
種
祭
礼
へ
の
贈
答
品
・
寸
志 

▽
葬
式
・
落
成
式
・
開
店
祝
い
の
花
輪 

▽
入
学
祝
い
・
卒
業
祝
い
・
就
職
祝
い 

　
ま
た
、
会
費
が
必
要
と
さ
れ
る
催

し
や
実
費
が
伴
う
行
事
等
に
ご
案
内

い
た
だ
く
場
合
は
、
会
費
（
他
の
参

加
者
と
同
等
額
）
を
必
ず
明
示
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
区
議
会
は
、
区
政
に
つ
い
て
の
皆

さ
ん
の
要
望
を
「
請
願
」
や
「
陳
情
」

と
し
て
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
提
出
の
際
は
、
次
の
こ
と

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

◎
請
願
を
出
す
と
き 

　
区
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。 

（
紹
介
議
員
の
署
名
が
必
要
で
す
。） 

◎
陳
情
を
出
す
と
き 

　
区
議
会
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
区
議
会
に
お
け
る
審
議
等

の
扱
い
は
、
請
願
と
同
様
で
す
。 

◎
書
き
方
に
つ
い
て 

　「
提
出
年
月
日
」
…
提
出
す
る
年

月
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　「
件
名
」
…
お
お
む
ね
七
十
字
以

内
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　「
提
出
者
」
…
住
所
・
氏
名
（
代

表
者
）・
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。
２
人
以
上
で
提
出
す
る
場
合

は
、
代
表
者
名
と
外
○
○
名
と
し
、

署
名
簿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
氏
名
・
署
名
簿
等
を
自
筆
で
ご
記

入
の
場
合
は
、
印
鑑
を
押
す
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　「
趣
旨
」
…
請
願
又
は
陳
情
の
要

点
を
簡
潔
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　「
理
由
」
…
請
願
又
は
陳
情
を
出

す
に
至
っ
た
経
過
や
内
容
等
を
簡
潔

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

※
「
趣
旨
」
と
「
理
由
」
は
、
合
わ

せ
て
お
お
む
ね
二
千
字
以
内
で
ご
記

入
く
だ
さ
い
。 

◎
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先 

区
議
会
事
務
局
議
事
係 

電
話
（
三
六
四
七
）
三
五
四
七 

特
別
委
員
会 

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
、
議
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
規
則
や
条
例
な
ど
に
関
す
る

調
査
を
行
い
、
議
案
、
陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。 

議
会
運
営
委
員
会 

定
数
１１
人
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
） 

監
査
委
員（
議
員
選
出
） 

　
広
報
委
員
会
は
、
議
会
活
動

を
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
区
議
会
だ
よ
り
や
区
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
協
議
し
ま
す
。 

区
議
会
広
報
委
員
会 

5555555555555555

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

555555555555555555555555

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

55555555

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法 

書き方の例 
（下記事項の記入があれば、横書き、縦書きどちらでもかまいません） 

年　　月　　日 
江東区議会議長 
　　　○○○○殿 
　　　　　　　○○○に関する請願（陳情） 

※おおむね70字以内 
紹介議員 ○○○○ 

（陳情の場合は、紹介議員の必要はありません） 
請願（陳情）者住所  〒 
氏名（代表者）○○○○ 印　外…名 
電話番号　　　　（自署の場合は押印不要） 

「趣旨」１．（例） ○○○をしてください。 
　　　　２．　　　　　　　　　　　　　　 
「理由」 

※「趣旨」と「理由」でおおむね2,000字以内 

議
員
の
寄
附
は 

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す 

（3）第237号（臨時号） 平成19年6月25日（月） こうとう区議会だより 



中沢正夫 
亀戸４－３７－１４ 
（３６３７）５１１０ 

なか ざわ まさ お 

竹田将英 
永代２－３７－２４ ３Ｆ 
（５２４５）８８９６ 

たけ だ まさ ひで 

高橋めぐみ 
亀戸６－３０－４－８０１ 
（５６２６）５３６２ 

たかはし 

佐藤信夫 
住吉１－２－２１－５０２ 
（３６３４）０２８３ 

さ とう のぶ お 

川名省三 
木場３－７－１１ 
（３６４１）１８２８ 

かわ な しょう ぞう 

榎本雄一 
大島３－７－１３－４１４ 
（５６０６）０７６１ 

えのもとゆういち 

板津道也 
千石２－３－１５－２０３ 
（３６９９）２９０９ 

いた つ みち や 

写真は会派別に 
掲載し、会派内 
は50音順です。 新区議会議員紹介  

若林しげる 
大島４－１７－１５ 
（３６３７）８５００ 

わか ばやし 

米沢和裕 
北砂３－２７－１８ 
（３６４７）７７７７ 

よねざわかずひろ  

吉田義康 
東砂８－１９－９ 
（３６４６）４４４６ 

よし だ よし やす 

山本香代子 
冬木２１－２２ 
（３６３０）２２７８ 

やま もと か　よ　こ 

堀川幸志 
東陽３－７－１１ 
（３６４７）４１４６ 

ほり かわ こう じ 

星野　博 
東砂３－２７－２ 
（３６４４）８８１４ 

ほし の ひろし 

佐竹としこ 
東砂１－３－２－１０６ 
（５６０６）５１４７ 

さ たけ 

小森弘雅 
大島９－４－２－１１１３ 
（５８５８）４７８５ 

こ もり ひろ まさ 

小菅富貴子 
南砂６－７－３６－１１５ 
（３６４７）５７００ 

こ すげ ふ　き　こ  

小嶋和芳 
豊洲４－１１－２０－４３９ 
（３５３１）０４３９ 

こ じま かずよし 

磯野繁夫 
亀戸４－１２－３ 
（３６８１）００３９ 

いそ の しげ お 

石川邦夫 
大島２－１７－１４ 
（５６２６）４５２５ 

いし かわ くに お 

秋田茂夫 
辰巳１－１－１３－９１０ 
（３５２１）７４３０ 

あき た しげ お 

砂川定史 
潮見２－７－１－１３０６ 
（５６３２）６２７６ 

すな がわ さだ ふみ 

甚野ゆずる 
大島７－１２－１－３０１ 
（５６０９）５７９２ 

じん の 

大家弘道 
豊洲４－７－６－３０２ 
（５５４８）５８２９ 

おお や ひろ みち 

松江恒治 
常盤１－９－５ 

（３６３１）２８９４ 

まつ え つねはる  

細田　勇 
北砂１－１９－２３－２０５ 
（３６４８）９０１８ 

ほそ だ いさむ 

高村直樹 
南砂２－３－１－５０９ 
（３６１５）０３５５ 

たか むら なお き 

柴田幸雄 
東陽３－１６－１３－７０１ 
（３６４７）２４２４ 

しば た ゆき お 

吉田　明 
高橋６－４ 

（３８４６）１８１８ 

山口正弘 
大島５－２８－１０－２０１ 
（３６３６）１７１２ 

福馬恵美子 
北砂７－７－１０－４１９ 
（３６４８）２６４１ 

ふく ま え　み　こ  

新島恒雄 
亀戸７－６２－２０－２０１ 
（３６３８）０６０８ 

徳永雅博 
亀戸１－１９－６－１３１０ 
（５８５８）５３３４ 

とく なが まさ ひろ 

薗部典子 
東陽２－３－６－２０６ 
（３６３６）９０４４ 

その べ のり こ 

菅谷俊一 
大島５－５－８ 

（３６８５）９７３３ 

正保幹雄 
北砂４－２９－２１ 
（３６９９）９３５５ 

斉藤信行 
南砂２－３－１－５４４ 
（３６４６）６０１３ 

菊池幸江 
大島３－２６－１－１１０３ 
（３６８５）７８８４ 

大嵩崎かおり 
枝川１－１－１０－１１１１ 
（５６８３）７６１０ 

おお つ き 

畔上三和子 
高橋５－１－５０３ 
（３８４６）０５３６ 

あぜ 

赤羽目民雄 
海辺２１－６－１０１ 
（５６６５）１１５６ 

あか 

白岩忠夫 
亀戸３－２４－１２ 
（３６３６）４６１８ 

前田かおる 
東陽３－２７－２９－６０２ 
（５６６５）４８３０ 

まえ だ 

中村まさ子 
大島９－４－２－１２０７ 
（３６３６）１０３１ 

なか むら こ 

添谷良夫 
東砂４－４－１４ 
（５６９０）５２２１ 

江
東
区
議
会 

　
自
由
民
主
党
・ 

　
　
無
所
属
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
（
十
三
名
） 

江
東
区
議
会 

　
公

明

党 

　
　
　
（
十
一
名
） 

江
東
区
議
会 

　
民
主
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
（
九
名
） 

日
本
共
産
党 

　
江
東
区
議
団 

　
　
　
　
（
八
名
） 

江
東
区
議
会 

　
市
民
の
声
・
江
東 

　
　
　
　
（
二
名
） 

〈

あ

と

が

き

〉

 

○
　本
号
は
、
新
議
会
の
構
成

を
中
心
に
編
集
い
た
し
ま
し
た
。 

○
　新
議
会
と
な
り
、
広
報
委

員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
構
成

と
な
り
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様

に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
区
議

会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
、
委
員

一
同
、
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

無

所

属 

　
　
　
　
（
一
名
） 

にい じま つね お やま ぐち まさ ひろ よし だ あきら 

ば め たみ お がみ み　わ　こ  きく ち ゆき え さい とう のぶ ゆき しょう ぼ みき お すが や しゅん いち 

そえ や よし お しろ いわ ただ お 

O
O
O
O
O
O
O
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